
【学校教育目標】 

知・徳・体の調和がとれた人間性豊かな児童の育成 

         ～かしこく やさしく たくましく～ 
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◇「主体的・対話的で深い学び」の推進 

◇個に応じた指導の推進 

⇒ＴＴの充実、クロームブックの有効活用 

◇校内研究の充実  

◇読書の推進、家庭学習の充実 

     

◇「心の芯」（しなやかな強さ）の形成 

◇体力向上 

⇒年間を通してのなわとび指導 

◇道徳授業の充実 

 ⇒相手の言葉に耳を傾ける態度の育成 

◇異学年集団で遊ぶ「なかよし活動」の充実 

 ⇒お互いを認め、尊重する意識の醸成 

 

 

 

 

 

 

〇的確な情報発信 

 ・「スマホで連絡とれ～る」「学校ＨＰ」の

有効活用 

〇学校行事の充実 

〇保護者会・個人面談の充実 

   

 

 

〇情報の共有「チームひばり」で対応 

〇組織的な対応で早期解決  

〇「学校のきまり」を指導・徹底 

〇進級・進学時の丁寧な引継ぎ 

〇関係諸機関との連携 

                    ≪地域とともにある学校づくり≫                 

 
〇世代を超えた交流の推進    〇地域への情報発信 
〇安全・安心な教育環境づくり  〇地域の声を生かした学校づくり 

児童指導・支援の充実 

 

家庭・地域との連携強化 

 

 

ＣＳ（コミュニティ・スクール）の充実 

重点目標 

【めざす児童像】 
（１）よく考え行動する子 
（２）思いやりのある子 
（３）最後までやり抜く子 

座間市 

教育大綱 

・施策の方向 

市 

すべては 

子どもたちの 

幸せのために 

豊かな心を育む 

ひまわりプラン 

・こんな大人になって 

ほしい 

・ざまっ子八つの誓い 

 

豊かな心を育む 

ひまわりプラン 

・「豊かな心」とは 

【豊かな心を育むひまわりプラン】 

一人一人が伸びやかに、前向きに生きる。 

  ○温かな心で人とかかわり合う。 


